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85
断層面に見られる細粒物質の微細構造や組成も含めたH断層系の分布形態・性状について，
調査・分析結果を表形式で各断層横並びに示したうえで，それらの特徴を比較・分析し，H

断層系の活動性評価は，どの断層でも代表できることを示すこと。

2020年7月3日
第871回審査会合

本編資料
4.1章 H断層系の分布形態
4.2章 H断層系の性状
4.3章 敷地深部の地質構造
4.4章 H断層系の分布形態・性状等に基づく評価

86
H断層系の断層面にみられる細粒物質が周辺母岩に比べ軟質であることの考察について，記
載を充実させること。

2020年7月3日
第871回審査会合

本編資料
4.4章 H断層系の分布形態・性状等に基づく評価

pp.280-283

87
正断層に関する一般的特徴やH断層系の形成要因に関する文献の引用に際し，引用理由
も含め適切に整理すること。

2020年7月3日
第871回審査会合

補足説明資料
1章 正断層に関する一般的特徴やH断層系の

形成要因に関する文献の再整理について

88
大深度ボーリングNo.5孔及びNo.7孔の柱状図において，H断層系と関連するような性状の
記載のある深部の断層について，事業者の解釈を示すこと。

2020年7月3日
第871回審査会合

補足説明資料
2章 大深度ボーリング柱状図においてH断層系と

関連があるように記載された深部の断層について

回答済みコメント（No.1～84）の一覧は補足説明資料Ⅱ章に掲載
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正断層に関する一般的特徴や
H断層系の形成要因に関する文献の再整理について1
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コメントNo.87に対する回答の概要

＜コメントNo.87＞
• 正断層に関する一般的特徴やH断層系の形成要因に関する文献の引用に際し，引用理由も含め適切に整理すること。

＜回答要旨＞

• domino faultsに関する事例について，文献においてdomino faultsとされているものと，文献ではdomino faultsとされていないもののその形
態的特徴がdomino faults と類似する構造のうちＨ断層系の形成環境と同様な未固結～半固結地盤における事例とを区別し，整理した。

• Moore et al.(2015) の引用において，Ｈ断層系の活動性評価に関する記載を見直した。
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domino faultsに関する知見の整理(1)
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• 一般的に，正断層には，その形態的な特徴から，Planar non-rotational faults，domino faults(Planar rotational faults)及びListric faultsの３タイプがあ
るとされている（Burg (2017) , The University of Sydneyほか）。

• H断層系は，平行な正断層群であり浅部の地層の後方回転がみられることからdomino faultsまたはListric faultsに近い形態を示すが，深部の低角化や上盤側の地
層の背斜が見られず，Listric faultsというよりむしろ，domino faultsとの類似性が認められる。そこで，domino faults について詳細な知見を整理する。

タイプ Planar non-rotational faults domino faults
（Planar rotational faults）

Listric faults

一般的
特徴

• 断層面は平面
• 共役の断層に挟まれたブロックが回転を伴わず沈
降し，horstまたはgravenを形成する正断層群

• 断層面は平面
• 断層に挟まれたブロック（断層間ブロック）の後
方回転を伴う平行な正断層群

• 断層面は深度が深くなるにつれて傾斜が緩やかになる
• 上盤側の地層には背斜が形成される
• 断層群となる場合もある

正断層に関する一般的特徴の整理

tilted block

synthetic,listric

normal faults

Burg (2017), 図は左右反転

H断層系

• 浅部において，断層間ブ
ロックの後方回転を伴う平
行な正断層群が等間隔に
認められる。

• 断層の深部での低角化は
認められず，上盤側の背
斜構造も認められない。

The University of Sydney（HPより） The University of Sydney（HPより） The University of Sydney（HPより）
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Fossen(2010)b
• rigid domino modelの特徴として，以下を挙げている。

 断層間ブロック内部にひずみは生じない。
 断層と地層は同時に同じ速度で回転する。
 断層は最終的に断層に沿って一定の等間隔になる。
 すべての断層は同じ傾斜（平行）を持つ。
 断層は同じ変位量を持つ。
 地層と断層は平面。
 すべての断層間ブロックは同じ時間と速度で後方回転する。

• また，断層間ブロックの底面と基盤の間の空隙は，後方回転する断層間ブロックの基部
に粘土，塩，貫入マグマなどの可動媒体を導入することで解決できるとしている。

• さらに，rigid domino modelの特徴のうち断層の大きさ（長さ，変位量など）の変
化を許容しない点は，断層間ブロック内部のひずみを許容したsoft domino modelに
より解決できるとしている。

domino faultsの主な特徴

• domino faultsは，domino model , bookshelf modelとも称され，Fossen(2010)b，UNIVERSITY OF LEEDS(2013)，Burg(2017)等により，
次のような特徴を持つ断層群として整理されている。
 断層間ブロックの後方回転を伴う等間隔で平行な正断層群。
 すべての断層は同じ傾斜を持つ。
 すべての断層は同じ変位量を持つ。
 すべての断層間ブロックは同時に同じ速度で回転する，すなわち，すべての断層は同時に活動する。

Burg(2017）
• 平行な平面の断層面と断層間ブロックは，整列したドミノの駒や本を同時に傾けるよ
うなイメージで，断層の走向にほぼ平行な軸を中心に一緒に後方回転するとし，層
理面と断層の角度は変わることなく，断層と断層間ブロックは，同じ速度で同時に後
方回転するとしている。

• また，底部の空隙は，地層の延性変形で解消されるとしている。

UNIVERSITY OF LEEDS(2013)
• Domino faultsを，平行な正断層群と断層活動に伴い後方回転する断層間ブ
ロックからなる一連の構造であるとし，理想的なモデルでは，断層は同じ傾斜で，断
層間ブロックは同じサイズであり，断層間ブロックは剛体として振る舞い，同時に同じ
速度で後方回転するとしている。

• また，通常，断層基部のスペースは，地層の延性変形によって対処されるとしている。
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• domino faultsの特徴を持つ正断層群は，圧縮場の日本周辺では稀であるものの，引張場の地域では多く報告されており，明確に
domino faultsと分類している文献もある（Fossen and Hesthammer (1998), Kaewkor et al. (2015) 等）。

domino faultsとされている正断層群の事例

Fossen and Hesthammer(1998)
• 伸長域である北海のGullfaks Fieldは，典型的
なdomino faultsの認められる西部と，ホルスト
複合体である東部，緩やかな褶曲構造を持つ両
構造の境界部分に分けられるとしている。

• 本地域の，主要な断層は，ドミノ領域では低角で
あるのに対し，ホルスト複合体では高角であるが，
これは，両領域の断層はほぼ同時期，伸長の初
期段階に高角な断層として形成された後，ドミノ
領域がさらに伸長・回転し断層が低角化したためと
解釈している。

Kaewkor et al. (2015)
• タイ湾南西部のSongkhla盆地に見られる正断層群の形成過程について，深部の地層が水平に堆積した
時代に最初にドミノスタイルの断層群が形成されたのち，西縁のリストリック断層により断層群全体が大きく回
転し，その後，インバージョンにより西縁断層付近に背斜が形成され隆起したものと解釈している。
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未固結～半固結地盤におけるdomino faults と類似する構造の事例

• domino faultsであるとの明記はないものの， domino faultsと形態的特徴が類似している平行で等間隔に分布している正断層群は，日本周辺
の第四系においても認められる。

• Moore et al.(2015)は，南海トラフ熊野灘沖の前弧海盆中に，高角で平行な正断層群を推定している。この構造は，未固結の地盤において堆
積物の傾動によって生じた引張応力によって形成された平行な正断層群という点において，Ｈ断層系の形成環境や分布形態と類似している。

Moore et al.(2015)
• 南海トラフ熊野灘沖の前弧海盆中の音波探査記録において，陸側に低角度で傾斜する堆積構造中に，
同じく陸側に高角度傾斜する平行な正断層群が推定される。

• 本知見に示される正断層群は，巨大分岐断層に沿う隆起帯の成長等による堆積物の傾動が要因とされ，
H断層系とはテクトニクス的な背景は異なり，また海底地すべりとは解釈されていないものの，“隆起に伴う表
層付近の地層の傾動によって生じた引張応力によって形成された，地下深部に連続せず，後方回転を伴う
一連の平行な正断層群”という観点では同一であり，地すべり移動体中に生じる後方回転を伴う一連の平
行な正断層群と類似する。
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domino faults（類似する構造を含む）の再現検討事例

• 未固結～半固結の地盤を傾斜させることにより，domino faultsと形態的特徴が類似している平行で等間隔に分布している正断層群が形成されること
が，模型実験やシミュレーション解析により再現されている（McClay and Ellis (1987)，山田ほか (2019) 等）。
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• 砂箱実験により，引張場における断層の形成現象の再現を試
み，ドミノスタイルの平行な正断層群が生じ地層の後方回転が
見られたとしている。

山田ほか（2019）
• 土の骨格構造の働きを記述する弾塑性構成
式を搭載し慣性力を考慮した水~土骨格連
成有限変形解析コードGEOASIAを用い，
地盤の続成作用による固結の進行状況が異
なる3種類の水平堆積地盤が傾斜する際の
地盤の挙動をシミュレーションしている。

• シミュレーションの結果，未固結~半固結状
態にある地盤の傾斜が進行すると，せん断ひ
ずみの局所化が進展し，すべり線が地表面
から深部に向かって経時的に位置を変えて
次々と地盤内に発生し正断層群が形成され，
最終的にすべり線に沿ってブロックは後方回
転し，地盤下層では圧縮領域が広がること
によって浅部の変位が吸収され，すべり線は
不明確になるとしている。

McClay and Ellis (1987)



Moore et al.(2015) の引用に関する修正(2)
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【Moore et al. (2015) に示される熊野海盆中の正断層群とH断層系との対比】
• 南海トラフの熊野灘沖における，前弧海盆堆積物中に認められる正断層群について述べた，Moore et al. (2015) について，文献の内

容を精査の上，H断層系の成因の考察において，（１）正断層群の形成要因・地質構造，（２）正断層群の形成時期・地層の性状
の観点において，その類似点及び相違点を整理した。

（１）正断層群の形成要因・地質構造
• Moore et al. (2015) に示される正断層群は，巨大分岐断層に沿う外縁隆起帯の成長や隆起帯付近の局所的な隆起に伴う堆積物の

傾動によって生じた引張応力によって形成されている。
• 一方，H断層系は，前弧海盆の陸側において，陸側の隆起や海盆の沈降等による地層の海側傾斜によって形成されたと考えられ，

Moore et al. (2015) に示される正断層群と，テクトニクス的な背景は異なる。
• ただし，これらはいずれも，“隆起に伴う表層付近の地層の傾動によって生じた引張応力によって形成された，地下深部に連続せず，後方

回転を伴う一連の平行な正断層群”という観点では同一であると考えられる。

（２）正断層群の形成時期・地層の性状
• Moore et al. (2015) に示される熊野海盆の正断層群Aは，1.2～0.8Ma以降に生じた外縁隆起帯の成長及び堆積物の陸側への傾動

に伴って形成され，現在も活動中と考えられる。また，地層の堆積年代が第四紀でまだ固結していないと推定される。
• 一方，H断層系の形成時期は，相良層群が前弧海盆から隆起した鮮新世頃と推定され，現在は陸化している（現在の前弧海盆は沖合

の遠州トラフ）。また，母岩である相良層はすでに固結している。
• これらのことから，H断層系は，すでに活動を停止した正断層群Bと同様，現在は活動的ではないと解釈される。

Moore et al. (2015) に示される熊野海盆の正断層群とH断層系との関係

【まとめ】
Moore et al. (2015) に示される正断層群は，巨大分岐断層に沿う隆起帯の成長等による堆積物の傾動が要因とされ，H断層系とはテクト

ニクス的な背景は異なり，また海底地すべりとは解釈されていないものの，“隆起に伴う表層付近の地層の傾動によって生じた引張応力によって形
成された，地下深部に連続せず，後方回転を伴う一連の平行な正断層群”という観点では同一であり，地すべり移動体中に生じる後方回転を
伴う一連の平行な正断層群と類似するため，H断層系の形成要因の考察に資する知見と解釈し，本文中に引用している。
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【Moore et al. (2015) に示される熊野海盆中の正断層群とH断層系との対比】
• 南海トラフの熊野灘沖における，前弧海盆堆積物中に認められる正断層群について述べた，Moore et al. (2015) について，文献の内

容を精査の上，H断層系の成因の考察において，（１）正断層群の形成要因・地質構造，（２）正断層群の形成時期・地層の性状
の観点において，その類似点及び相違点を整理した。

（１）正断層群の形成要因・地質構造
• Moore et al. (2015) に示される正断層群は，巨大分岐断層に沿う外縁隆起帯の成長や隆起帯付近の局所的な隆起に伴う堆積物の

傾動によって生じた引張応力によって形成されている。
• 一方，H断層系は，前弧海盆の陸側において，陸側の隆起や海盆の沈降等による地層の海側傾斜によって形成されたと考えられ，

Moore et al. (2015) に示される正断層群と，テクトニクス的な背景は異なる。
• ただし，これらはいずれも，“隆起に伴う表層付近の地層の傾動によって生じた引張応力によって形成された，地下深部に連続せず，後方

回転を伴う一連の平行な正断層群”という観点では同一であると考えられる。

（２）正断層群の形成時期・地層の性状
• Moore et al. (2015) に示される熊野海盆の正断層群Aは，1.2～0.8Ma以降に生じた外縁隆起帯の成長及び堆積物の陸側への傾動

に伴って形成され，現在も活動中と考えられる。また，地層の堆積年代が第四紀でまだ固結していないと推定される。
• 一方，H断層系の形成時期は，相良層群が前弧海盆から隆起した鮮新世頃と推定され，現在は陸化している（現在の前弧海盆は沖合

の遠州トラフ）。また，母岩である相良層はすでに固結している。

Moore et al. (2015) に示される熊野海盆の正断層群とH断層系との関係

【まとめ】
Moore et al. (2015) に示される正断層群は，巨大分岐断層に沿う隆起帯の成長等による堆積物の傾動が要因とされ，H断層系とはテクト

ニクス的な背景は異なり，また海底地すべりとは解釈されていないものの，“隆起に伴う表層付近の地層の傾動によって生じた引張応力によって形
成された，地下深部に連続せず，後方回転を伴う一連の平行な正断層群”という観点では同一であり，地すべり移動体中に生じる後方回転を
伴う一連の平行な正断層群と類似するため，H断層系の形成要因の考察に資する知見と解釈し，本文中に引用している。
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第871回資料2-2
p.82一部修正

変更後



大深度ボーリング柱状図において
Ｈ断層系と関連があるように記載された深部の断層について2
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コメントNo.88に対する回答の概要

＜コメントNo.88＞
• 大深度ボーリングNo.5孔及びNo.7孔の柱状図において，H断層系と関連するような性状の記載のある深部の断層について，事業者の解釈を示

すこと。

＜回答要旨＞
• 大深度ボーリングNo.5孔及びNo.7孔の柱状図において，H断層系と関連するような性状の記載のある深部（K-8凝灰岩以深）の断層等につ

いて，ボーリングコアで観察される性状から，H断層系と同性状の断層に該当するかどうかの解釈を示す。
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大深度ボーリングNo.5孔及びNo.7孔について

（測線上の赤数字はCMP番号を表わす。）

1

100

200

300

向斜軸
（比木向斜）1P測線

1

200

100

2P測線

1

100

100

300

R01測線

敷地境界

W26

No.5

No.7

W25

No.8

W15
No.0

200
6P測線

1
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• 大深度ボーリングNo.5孔，No.7孔は，反射断面の2P測線上に位置している。
• 大深度ボーリングNo.5孔及びNo.7孔の柱状図において，H断層系と関連するような性状の記載（“地層混交帯”の記事）のある，深部（K-8凝灰岩層

以深）の断層はそれぞれ以下の通りである。
 大深度ボーリングNo.5孔：深度 420.30 ～ 423.56m（標高-409.37～-412.63m）
 大深度ボーリングNo.7孔：深度 521.45 ～ 522.55m（標高-477.57～-478.67m）

＜凡例＞
K-5l凝灰岩層
K-6凝灰岩層
K-7凝灰岩層
砂岩比率※の高い相良層

（ボーリングにより確認した凝灰岩層を記載）

縦横比1:1で表示。

※深度毎のコアにおいて砂岩部のコアの合計長をコア全長
で除した，砂岩泥岩互層に占める砂岩の割合

南東 北西

＜2P測線＞

0255075100

1
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7
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11

13

15
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21

23
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27

29

31

33

35

37

39

41

43

45

47

49

51

53

55

57

59

61

63

65

67

69

71

73

75

砂岩構成比率（％）

深
度
GL
-m
×
10

№７孔（L=700m）

0255075100

1

3

5

7

9

11

13
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17

19
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39

41
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47
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67
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71
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85

87

89

91

93

95

97

99

101

砂岩構成比率（％）

深
度
GL
-m
×
10

№０孔（L=1500m）

No.5
No.7

No.0

100 75 50 25 0

No.0孔の砂岩比率(%)

100 75 50 25 0

No.7孔の砂岩比率(%)

100 75 50 25 0

No.5孔の砂岩比率(%)

0255075100

1
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43
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61

63
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71

73

75

砂岩構成比率（％）

深
度
GL
-m
×
10

№５孔（L=500m）

：K-8凝灰岩層
（No.5:標高-328.95～-329.84m）
（No.7:標高-392.32～-392.57m）

：柱状図にH断層系と関連するような性状の記載
（“地層混交帯”の記事）のある箇所

ボーリング孔位置図
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大深度ボーリングNo.5孔の柱状図において，“地層混交帯”とされている
深部の断層の解釈（深度 420.30 ～ 423.56m）

【柱状図】 【解釈】
• 420.30m及び423.56mに高角な開離型断層が認められ，その間が，地層混交帯と記載されている。
• 同区間には，砂岩，泥岩が入り混じったような層相が認められるが，岩片状を呈する部分や層理に顕著な乱れも認められないため，これら

は堆積時の構造と考えられる。
• 420.30mの高角な開離型断層の下部は，420.35mまでコアが乱れており，直下に黒色の薄層が引きずりを受けていることから，420.30～

420.35ｍの区間を，幅を持つ断層と解釈するが，断層幅は5㎝に満たない。
• 423.56mの開離型断層は，断層近傍のコアに岩片状～粒状を呈していない。
• これらのことから，本構造は，堆積時の構造，幅を持たない小断層および掘削・採取時のコアの乱れによるものと解釈する。
⇒H断層系と同性状の断層に該当しない。

（No.5孔：孔口標高 10.93m）

【コア写真】
①

②

【拡大写真】①

420.20 420.30 420.40 420.50

【拡大写真】②

423.50 423.60
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【柱状図】

（No.7孔：孔口標高 43.88m）

①

【解釈】
• 521.45m，521.87mに開離型断層が認められ，柱状図では521.45～522.55mの区間が地層混交帯とされている。
• 2条の開離型断層に挟まれた，521.45～521.87mに分布する砂岩には，網目状の構造が認められるが，岩片状～粒状を呈しておらず，堆積構造を保持していると考えら

れる。
• また，522.05～522.27mの区間のコアが岩片状～粒状にみえるが，コアは不均質に割れており，端部は水平な割れ目でコア昇降部にあたる。
• これらのことから，本構造は，幅を持たない小断層および掘削・採取時のコアの乱れによるものと解釈する。
⇒H断層系と同性状の断層に該当しない。

②

【拡大写真】①

521.40 521.50 521.60 521.70 521.80 521.90 522.00

【拡大写真】②

522.00 522.10 522.20 522.30 522.40

【コア写真】

大深度ボーリングNo.7孔の柱状図において，“地層混交帯”とされている
深部の断層の解釈（深度 521.45 ～ 522.55m）



＜回答要旨＞
• 大深度ボーリングNo.5孔及びNo.7孔の柱状図において，H断層系と関連するような性状の記載のある深部（K-8凝灰岩以深）の断層等につ

いて，ボーリングコアで観察される性状から，H断層系と同性状の断層に該当するかどうかの解釈を示す。
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まとめ

【深部の断層の解釈】
大深度ボーリングNo.5孔，No.7孔の深部（K-8凝灰岩以深）にある，柱状図に“地層混交帯”とされている区間については，堆積
時の構造または掘削・採取時のコアの乱れ等であり，H断層系と同性状の断層には該当しないと解釈している。

＜コメントNo.88＞
• 大深度ボーリングNo.5孔及びNo.7孔の柱状図において，H断層系と関連するような性状の記載のある深部の断層について，事業者の解釈を示

すこと。



H断層系の露頭観察結果（本編資料未掲載分）3
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H-2断層 露頭観察結果（4号炉東側法面）
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細粒物質 2mm細粒物質 2mm

北 南

（青枠部分の拡大写真）

断層面 断層面

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅2mmの細粒物質（周辺母岩に比べ軟質な黒色層）が認められる。
• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きずりといった，流動的な変形構造が認められる一方で，

角礫状の破砕部は認められない。
• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これらの構造をもつ箇所を含め断層面周辺の母岩は固

結している。
• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構造は母岩の流動的な変形を示す。
• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造や角礫状の岩片は認められない。また，細粒物質に

は，明瞭なせん断面は認められない。

敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

4号炉東側法面

第704回資料1-3
p.3追記



H-3断層 露頭観察結果（4号炉試験坑）
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敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

4号炉試験坑

（右図赤枠部分の写真） 断層面 断層面

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅2～5mmの細粒物質（周辺母岩に比べ軟質な黒
色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きずりといった，流動的な変形構造が
認められる一方で，角礫状の破砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これらの構造をもつ箇所を含め断層
面周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をややうねっており，平面的ではなく，これらの構造は母岩の流動的な変形を示す。
• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造や角礫状の岩片は認められない。

また，細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。

北東 南西

第704回資料1-3
p.4追記



H-3断層 露頭観察結果（4号炉トレンチ １／２）
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敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

4号炉トレンチ

北東南西

（右図赤枠部分の写真）

断層面断層面

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅3～5mmの細粒物質（周辺母岩に比べ軟質な黒色
層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きずりといった，流動的な変形構造が認
められる一方で，角礫状の破砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これらの構造をもつ箇所を含め断層面
周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構造は母岩の流動的な変形を示す。
• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造や角礫状の岩片は認められない。ま

た，細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。

第704回資料1-3
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H-3断層 露頭観察結果（4号炉トレンチ ２／２）

Cop yr i g h t  ©  C hu bu  E l ec t r i c  P o we r  C o . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r es e r ve d . 24

敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

4号炉トレンチ

断層面 断層面

南西 北東

凝灰岩

砂岩

凝灰岩

凝
灰
岩

上盤側 上盤側

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層に挟まれた区間
やその周囲には，砂岩や凝灰岩の膨縮やレンズ状の構造，
明瞭な引きずりなど，著しく流動的な変形構造が認められる。
断層面近傍にみられる凝灰岩はK-1凝灰岩層であり，特徴
である白色凝灰岩の帯を保ったまま，厚さ約30cmの凝灰
岩層が引き伸ばされている様子が観察される。

• 断層面周辺の母岩には，角礫状の破砕部は認められない。
• 断層面は固結した母岩内を著しくうねっており，平面的では

なく，これらの構造は母岩の流動的な変形を示す。
• 断層面の細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数

の層からなる層状構造や角礫状の岩片は認められない。また，
細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。

断層面断層面

第704回資料1-3
p.6追記



H-3断層 露頭観察結果（4号炉北側トレンチ）
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敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

4号炉北側トレンチ

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅1～3mmの細粒物質（周辺母岩に比べ軟質な黒
色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きずりといった，流動的な変形構造が認
められる一方で，角礫状の破砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これらの構造をもつ箇所を含め断層面
周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をややうねっており，平面的ではなく，これらの構造は母岩の流動的な変形を示す。
• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造や角礫状の岩片は認められない。ま

た，細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。

（右図赤枠部分の写真）

断層面

断層面 北 南

第704回資料1-3
p.7追記



H-3断層 露頭観察結果（アクセス道路東側法面）
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敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

アクセス道路東側法面

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅0～1mmの細粒物質（周辺母岩
に比べ軟質な黒色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きずりといった，流動
的な変形構造が認められる一方で，角礫状の破砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これらの構造をもつ
箇所を含め断層面周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構造は母岩の流動的
な変形を示す。

• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造や角礫状の岩片
は認められない。また，細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。

北東 南西

（写真赤枠部分のスケッチ）
断層面断層面

第704回資料1-3
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H-4断層 露頭観察結果（40.5m盤(水平面) １／３）
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敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

40.5m盤

（右図赤枠部分の写真）

Ｎ

写真の
撮影方向

10m0

凡 例

砂岩

泥岩

ゆ着型断層

開離型断層（Ｈ－４断層）

断層面

断層面

• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構造
は母岩の流動的な変形を示す。

• 断層面周辺の母岩には，角礫状の破砕部は認められない。

第704回資料1-3
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H-4断層 露頭観察結果（40.5m盤(水平面) ２／３）

Cop yr i g h t  ©  C hu bu  E l ec t r i c  P o we r  C o . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r es e r ve d . 28

敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

40.5m盤

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅1～2mmの細
粒物質（周辺母岩に比べ軟質な黒色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引
きずりといった，流動的な変形構造が認められる一方で，角礫状の破
砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，
これらの構造をもつ箇所を含め断層面周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構
造は母岩の流動的な変形を示す。

• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構
造や角礫状の岩片は認められない。また，細粒物質には，明瞭なせ
ん断面は認められない。

Ｎ

下図のスケッチ範囲
10m

Ｎ

砂岩の流動変形

断
層
面

断
層
面

下盤側

上盤側
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H-4断層 露頭観察結果（40.5m盤(水平面) ３／３）
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• 断層面周辺の砂岩には，膨縮やレンズ状の構造，明瞭
な引きずりなど，流動的な変形構造が認められる一方で，
角礫状の破砕部は認められない。

• 断層面の細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複
数の層からなる層状構造や角礫状の岩片は認められない。
また，細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。

• 断層面周辺の母岩には，破砕や変形を受けていない化
石（Sagarites）が認められる。

Ｎ

下図のスケッチ範囲
10m

Ｎ

化石（Sagarites）

断
層
面

下盤側

上盤側

敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

40.5m盤
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H-4断層 露頭観察結果（40.5m盤(東側)）
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敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

40.5m盤

Ｎ

スケッチ範囲

10m

トレンチ

北東 南西

（写真赤枠部分のスケッチ）

断層面

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅1～15mmの細粒
物質（周辺母岩に比べ軟質な黒色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮や明瞭な引きずりといった，流動的
な変形構造が認められる一方で，角礫状の破砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これ
らの構造をもつ箇所を含め断層面周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をややうねっており，平面的ではなく，これらの構
造は母岩の流動的な変形を示す。

• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造
や角礫状の岩片は認められない。また，細粒物質には，明瞭なせん断面
は認められない。

• 断層面には明瞭なせん断面は認められず，断層面及びその周辺に角礫
状の破砕部は認められない。

第704回資料1-3
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H-5断層 露頭観察結果（緊急時対策所前法面）
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敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

緊急時対策所前法面

北西 南東

（写真赤枠部分のスケッチ）

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅1～15mmの細粒物質（周辺母岩に
比べ軟質な黒色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きずりといった，流動的な
変形構造が認められる一方で，角礫状の破砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これらの構造をもつ箇所を
含め断層面周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構造は母岩の流動的な変
形を示す。

• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造や角礫状の岩片は認め
られない。また，細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。

断層面

断層面
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敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

調整池法面

H-6断層 露頭観察結果（調整池法面）

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅1～10mmの細粒物質（周
辺母岩に比べ軟質な黒色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きずりといった，
流動的な変形構造が認められる一方で，角礫状の破砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これらの構造を
もつ箇所を含め断層面周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構造は母岩の流
動的な変形を示す。

• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造や角礫状の
岩片は認められない。また，細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。

断層面断層面

N34W/ 80S
細粒物質1～3mm

N32W/ 70W
細粒物質2～10mm

（写真赤枠部分のスケッチ）

北西 南東
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H-9断層 露頭観察結果（BF4地点 南トレンチ① １／２）
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N57W／81N
細粒物質1mm

N58W／87S 
細粒物質1mm

50cm

北 南

観察位置

風成砂

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅1mmの細粒物質（周辺母
岩に比べ軟質な黒色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きずりといった，
流動的な変形構造が認められる一方で，角礫状の破砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これらの構造を
もつ箇所を含め断層面周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構造は母岩の流
動的な変形を示す。

• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造や角礫状の
岩片は認められない。また，細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。

• 南トレンチ①のH-9断層は，上部更新統と考えられる泥層に不整合に覆われており，
泥層の基底面に変位や変形は認められない。（泥層についての詳細は「4.6 H-9断
層の最新活動時期」参照。）

• 泥層には円～扁平礫が含まれる。

断層面断層面

泥 層

敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

BF4地点
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H-9断層 露頭観察結果（BF4地点 南トレンチ① ２／２）
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（スケッチ赤枠部分の写真）

北 南

断層面断層面

断層面

断層面
泥 層

観察位置

敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

BF4地点
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• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には，幅1mmの細粒物質（周辺母岩に比べ軟質な黒
色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きずりといった，流動的な変形構
造が認められる一方で，角礫状の破砕部は認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，これらの構造をもつ箇所を含め断
層面周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構造は母岩の流動的な変形を示す。
• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造や角礫状の岩片は認められな

い。また，細粒物質には，明瞭なせん断面は認められない。
• 南トレンチ①のH-9断層は，上部更新統と考えられる泥層に不整合に覆われており，泥層の基底面に

変位や変形は認められない。（泥層についての詳細は「4.6 H-9断層の最新活動時期」参照。）
• 泥層には円～扁平礫が含まれる。



H-9断層 露頭観察結果（BF4地点 西トレンチ(底面)）
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敷地境界

汀線

N

1号炉

2号炉

3号炉
4号炉

5号炉

BF4地点

• 2条の平行な断層面が認められ，その断層面には幅1mm※の細粒物質
（周辺母岩に比べ軟質な黒色層）が認められる。

• 断層面周辺の母岩には，砂岩の膨縮やレンズ状の構造，明瞭な引きず
りといった，流動的な変形構造が認められる一方で，角礫状の破砕部は
認められない。

• 母岩の流動的な変形構造から正断層センスであることがわかる。また，こ
れらの構造をもつ箇所を含め断層面周辺の母岩は固結している。

• 断層面は固結した母岩内をうねっており，平面的ではなく，これらの構造
は母岩の流動的な変形を示す。

• 細粒物質は単一の層であり，細粒物質中に複数の層からなる層状構造
や角礫状の岩片は認められない。また，細粒物質には，明瞭なせん断面
は認められない。

• 断層面周辺の母岩には，破砕や変形を受けていない化石(Sagarites)
が認められる。

写真（左）の範囲

上盤側

下盤側

断層面

断
層
面

砂岩の回転・変形

スケッチ範囲

化石（Sagarites）

断
層
面

断
層
部

下盤側

断層面
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※本露頭の薄片写真において計測した値。



引用した文献の概要
（H断層系の形成時期，H断層系形成後における各断層の活動性 関連）4
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重冨・林（1999）の概要（１／２）
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• 重冨・林（1999）は，1995年兵庫県南部地震に伴って現れた野島地震断層の平林露頭において，互層状に算出する断層ガウジとシュードタキライトについて組織構造解析を行って
いる。（第1図参照）

• 露頭は，領家帯の花崗岩が未固結な段丘砂礫層に衝上しており，花崗岩側の断層破砕帯は主断層面から幅約15cmの断層ガウジとシュードタキライトとの互層，幅20～30cmの断
層角礫帯および数m以上のカタクレーサイトから構成されるとしている。（第3図，第4図参照）

【当社解釈】
露頭写真で示された断層面は平面的である。



重冨・林（1999）の概要（２／２）
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• 断層ガウジ帯は，断層面と平行な姿勢を示す薄い断層ガウジ層とシュードタキライト層の互層から構成され，肉眼だけでも
18枚が確認されたとし，これらの互層は1枚1枚が色や組織が明らかに違うもので，非常にシャープな境界面で接していると
している。また，断層ガウジ帯では右横ずれのせん断センスを示す非対称構造が観察されるとしている。（第5図参照）

• 断層ガウジ帯の互層構造を電子顕微鏡でも観察し，肉眼～光学顕微鏡下での観察と同様にシャープな境界（境界は入
り組んでいるが，漸移していない）で接する互層状構造が見られるとしている。また，断層ガウジ中にはシュードタキライトの
クラストが多量に含まれるとしている。（第6図，第7図参照）

• 一枚の断層ガウジまたはシュードタキライトが複数回の地震断層運動により形成される可能性を指摘し，これは，シュードタ
キライトと隣接した断層ガウジ層に大小さまざまなシュードタキライトのクラストが含まれていることからも暗示されるとしている。

【当社による整理】
（下線部は文献中の写真に基づく当社の解釈）

• 断層面は平面的である。
• 断層面またはその周辺には，角礫状の破砕部（断層

角礫帯及びカタクレーサイト），断層ガウジが認められ，
断層ガウジには明瞭なせん断構造（右横ずれのセンス
を示す非対称構造）が認められる。

• 断層ガウジとそれに隣接する層（シュードタキライト層）
の境界は明瞭である。
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加藤ほか（2015）の概要

• 加藤ほか（2015）は，阿寺断層田瀬露頭を調査し，断層ガウジの構造等を詳細に分析している。（第1図参照）
• 露頭は，後期白亜系苗木ー上松花崗岩カタクレーサイトが第四系砂礫層に衝上しており，断層は厚さ10～20cmの

断層ガウジ帯を形成しているとしている。
• 断層ガウジ帯はそれぞれ明瞭な境界をもつ6つの層（FG01-FG06）に分類されるとし，これらを淡灰色断層ガウジ

（FG01,FG03,FG05,FG06），褐色断層ガウジ（FG02），黒色断層角礫岩（FG04）の３種類に整理している。
（第2図参照）

• 淡灰色断層ガウジには，肉眼での観察で剪断による葉状構造が認められるとし，偏光顕微鏡での観察では同ガウジに
整理したFG01の一部には母岩から取り込まれた岩片が認められるとしている。（第3図参照）

• 断層ガウジ帯各層の鉱物組成及び主要元素組成等も踏まえ，それぞれの断層ガウジは剪断の影響が異なる状況下で
発達したとし，断層活動に伴う断層ガウジ帯の発達過程を考察している。

【当社による整理】
（下線部は文献中の写真に基づく当社の解釈）

• 断層面は平面的である。
• 断層面またはその周辺には，角礫状の破

砕部（母岩から取り込まれた岩片，断層
角礫岩），断層ガウジが認められ，断
層ガウジには明瞭なせん断構造（葉状構
造）が認められる。

• 断層ガウジ間の境界や断層ガウジとそれに
隣接する層（黒色断層角礫岩）の境界
は明瞭である。

【当社解釈】
露頭写真で示された
断層面は平面的である。



相山ほか（2017）の概要（１／２）

Cop yr i g h t  ©  C hu bu  E l ec t r i c  P o we r  C o . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r es e r ve d . 40

• 相山ほか（2017）は，北丹後地震（1927年）でその一部が活動した，山田断層帯の主部である山田断層の虫生露頭を調査し，断層性状を詳細に観察している。（図-1，図-2，
図-3参照）

• 虫生露頭Bでは，花崗岩起源の断層破砕帯が幅約9mの範囲で認められ，この断層破砕帯は，未固結で細粒な粘土鉱物を主体とする断層ガウジ帯，未固結でフラグメントを主体とす
る断層角礫，基質とフラグメントが固結したカタクレーサイトから構成されるとしている。（図-5参照）

• 断層ガウジ帯は幅1～4cmであり，幅2.5cm以下の灰白色部と，幅1.5cm以下の淡黄褐色部と緑白色部の互層となっている部分からなるとし，断層角礫は幅10～35cm程度であり，
黄褐色を呈するとしている。

• 断層ガウジ帯に沿って，4条の断層面（Y1～Y4）が認められるとし，Y1は色調境界として明瞭に認識されるように直線性・連続性に優れ，Y2～Y4は直線性・連続性に乏しいとしてい
る。（図-6参照）

【当社解釈】
露頭写真で示された断層面（Y1）は平面的である。
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相山ほか（2017）の概要（２／２）

• 主断層面と考えられるY1の微細構造について，以下の観察結果を示している。（図-9(a)，図-10参照）
 断層ガウジ帯は層状構造を呈しており，10枚の断層ガウジ（g1～g10）に分帯される。
 断層ガウジを構成する粘土鉱物は定向配列しており，一定のステージ回転角度で一様に消光する。この粘土鉱物の

消光するステージ回転角度が隣り合う断層ガウジで異なるため，層状構造が明瞭に分帯される。
 g1～g10はそれぞれ，断層面と斜交したフラグメント・粘土鉱物の配列からなるP面を伴う。またg9とg10の境界の断

層面を変位させるR1面が認識される。
• Y1沿いの断層ガウジ帯は，肉眼観察で少なくとも2枚の断層ガウジに分けられ，薄片観察で10枚の断層ガウジからなる

層状構造が認められたとし，この構造は活断層の特徴である繰り返し運動を示し，それぞれの断層ガウジが1回の地震イ
ベントを示している可能性があるとしている。

【当社による整理】（下線部は文献中の写真に基づく当社の解釈）

• 断層面は平面的である。
• 断層面またはその周辺には，角礫状の破砕部（断層角礫，カタクレーサイト），断層ガウジが認められ，断層ガウジに

は明瞭なせん断構造（P面，R1面）が認められる。
• 断層ガウジ間の境界や断層ガウジとそれに隣接する層（断層角礫）の境界は明瞭である。

図-9(a) を
抜粋掲載
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佐伯ほか（2019）及び関連する調査結果の概要

佐伯ほか（2019）より

F1断層のガウジに見られる層状構造（肉眼で3枚のガウジ層に分帯できる）

g2に取り込まれたガウジ片（g1の岩片）

写真はいずれもNRRC共研の調査による

• 原子力リスク研究センター共通研究（12事業者※による共同研究。以下，「NRRC共研」という。）では，2011年福島県浜通りの地震で活動した湯ノ岳断層を対象として，田場坂地点においてトレンチ調査
等を行っている。 ※北海道電力，東北電力，東京電力ホールディングス，中部電力，北陸電力，関西電力，中国電力，四国電力，九州電力， 日本原子力発電，電源開発，日本原燃

• NRRC共研では，佐伯ほか（2019）で示されるF1断層は，断層面はトレンチ壁面において平面的で連続性が良いこと，断層ガウジには明瞭な層状構造が認められ肉眼で3枚のガウジ層（g1～g3）に分帯
でき，そのうちg2中にはガウジ片（g1の岩片）の取り込みがあることを確認している。

【佐伯ほか（2019）の概要】
• 佐伯ほか（2019）は，NRRC共研の成果の一部を基に，田場坂ト地点のトレンチでは，主断層の下盤側に古第三系白水層群石城層，上盤側に下部中新統湯長谷層群水野谷層が分布するとしている。
• 主断層の破砕部は，断層角礫ゾーン，断層角礫ゾーンを切断し断層ガウジを伴うF1断層，水野谷層との境界をなすF2断層から構成されるとし，F1断層は，断層角礫ゾーンとF2断層を不整合に覆う礫層

の基底を20cm程度変位させているとしている。
• 断層ガウジや断層角礫中のレンズの配列から，逆断層センスと正断層センスの非対称変形構造が認定されるが，逆断層センスのR1面が正断層センスのR1面に切られ，正断層活動の方が新しいと判断される

としている。

【当社による整理】
• 断層面（F1断層）は平面的である。
• 断層面またはその周辺には，角礫状

の破砕部（断層角礫ゾーン），断
層ガウジが認められ，断層ガウジには
明瞭なせん断構造（非対称変形構
造，R1面）が認められる。

• 断層ガウジ間の境界や断層ガウジとそ
れに隣接する層（断層角礫）の境
界は明瞭である。



日本原燃（2015）※の概要
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※核燃料施設等の新規制基準適合性に係る審査会合（第68回）（平成27年7月17日），資料1-1 再処理施設、MOX燃料加工施設 敷地周辺の活断層評価の内，出戸西方断層（コメント回答（その１））

【当社による整理】（下線部は文献中のスケッチまたは写真に基づく当社の解釈）

• 断層面は平面的である。
• 断層面またはその周辺には，角礫状の破砕部，粘土（粘土状破砕部）が認められ，粘土には明瞭なせん断

構造（Y面，R1面）が認められる。
• 粘土状破砕部間の境界や粘土状破砕部とそれに隣接する層（断層角礫）の境界は明瞭である。

• 日本原燃（2015）は，出戸西方断層のLBリニアメントに対応する
位置の露頭（DW-1露頭）を調査し，その断層性状を示している。

• 露頭観察の結果，泊層（新第三系中新統）の砂質凝灰岩と凝
灰角礫岩とを境する明瞭でシャープな断層面を確認したとしている。
また断層面にはフィルム状の断層粘土が，断層直近では角礫化した
砂質凝灰岩礫がそれぞれ認められるとしている。

• 定方位ブロック観察の結果，断層は上盤側から，角礫状破砕部
（砂質凝灰岩），粘土状破砕部，角礫状破砕部（凝灰角礫
岩）が認められ，粘土状破砕部は，色調，粒度の違いから３つの
分帯（灰白色粘土状破砕部，褐色粘土状破砕部，暗緑褐色
粘土状破砕部）に区別されるとし，このうち褐色粘土状破砕部が
最も直線的に連続し，明瞭な分離面を有するとしている。

• 薄片観察の結果，褐色粘土状破砕部は最も直線的なY剪断面
（最新面）が認められるとし，最新面付近には繰り返し活動したこ
とを示唆する積層構造が認められるとしている。また，褐色粘土状破
砕部のY剪断面，面構造S及びR1剪断面の関係から，逆断層セ
ンスであることが分かるとしている。

【当社解釈】露頭スケッチで示された断層面は平面的である。

【当社解釈】
ブロック写真で示
された粘土状破
砕部間の境界
や粘土状破砕
部とそれに隣接
する層（断層
角礫）の境界
は明瞭である。



Bense et al.（2003）の概要（１／２）
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• Bense et al.（2003）は，オランダのRoer渓谷のリフトシステムに認められる未固結堆積物（上盤：30～60ka，下盤：250ka）中のGeleen断層についてトレンチ調査を行ってい
る。（Fig.1参照）

• 堆積物は，上盤のユニットD（Homogeneous silt），下端のユニットA（Horizontally laminated sand），B（Horizontally laminated clay interbedded with sand)，
C（Cross-bedded sand）に区分されるとし，断層は，幅は10cmであり，ユニットBを起源とするクレイスメア（the clay smear）が断層面に沿って認められ，ユニットAも断層に引
きずりを受けているとしている。（Fig.4，Fig.6参照）
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• Bense et al.（2003）は，Geleen断層について薄片観察を行い，詳細な構造を調査している。
• クレイスメア（the clay smear）の端に沿って，断層運動による変形によって粒子スケールの砂と粘土の混合（mixing of sand and clay）が起こっているとしている。また，

断層運動によって，主断層面の方向に平行な粒子の再配列が起こっているとしている。（Fig.7参照)
• 主断層面から離れた小断層でも薄片観察を行い，狭いすべり面に沿った粒子の流動によって，約1cmの垂直落差を吸収しているとしている。（Fig.12参照）。

Bense et al.（2003）の概要（２／２）
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Fossen（2010）a の概要（１／２）

• Fossen（2010）a は，アメリカのユタ州に分布する，Moab断層に連なるCourthouse断層付近において，軟質堆積物の変形時に形成された構造について調査している。
（Fig.2，Fig.3参照）

• 同地域は，ジュラ紀の地層からなり，下位のNavajo砂岩（風成）と，その上部に，Dewey Bridge部層（砂岩と泥岩），Slick Rock部層（砂丘－海成堆積物），
Moab部層（風成砂岩）が分布しており， Dewey Bridge部層の上下には，軟質堆積物の変形構造が認められるとしている。（Fig.4参照）
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• 堆積時～堆積直後に生じる変形帯（deformation band）の形成メカニズムとして，Granular flow，Cataclastic flow，Dissolution ，Cementationの４つを示し，
それぞれのメカニズムが生じやすい地層や環境の条件を示している。（Table 1参照）

• 上記メカニズムのうち，Granular flowは，粒子の破壊がなく，粒子の回転および摩擦すべりによる粒子の再編・分離からなる（disaggregation band）としている。また，
この構造は，均一な粒径の砂岩では目に見えないが，ラミナが確認できる場合はその延性変形により識別可能であるとし，母岩の引きずりを伴ったNabajo砂岩中の断層写真
を示している。（Fig.1参照）

• Dewey Bridge部層にみられる変形帯について，薄片観察では，粒子の破砕や空隙率の変化が認められず，弱く局所的な粒子配列が見られるのみである（Fig.7参照）と
し，粒子の破砕が認められないことは，テクトニックな構造に関連するカタクラスティックな変形帯とは明確に異なり，本構造はdisaggregation bandに分類されるとしている。

Fossen（2010）a の概要（２／２）



Komura et al.（2019）の概要
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• Komura et al.（2019）は， 2011年，2016年に東北で発生した正断層型地震において活動した持山断層について，複数個所で露頭調査を実施している。
• 持山断層は，湯ノ岳断層・井戸沢断層の南方約25kmに位置し（Fig.1参照），DInSAR解析によって，2011年，2016年の地震時に30cmを超える相対変位が検出さ

れている。
• 小山ダム露頭では，母岩である花崗閃緑岩中に，断層破砕ゾーン（FFZ）が確認され，断層ガウジ，断層角礫，カタクレーサイトに分類している。（Fig.9参照）
• 断層ガウジは，緑色のガウジと，灰褐色のガウジの2層が確認され，両者の境界部では，灰褐色のガウジに緑色のガウジからはぎ取られた粘土質のガウジ片が含まれており，こ

の現象は単一の断層運動イベントでは説明できないとしている。（Fig.S4参照）

Fig. S4



Schuck et al.（2018）の概要（１／２）
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• Schuck et al.(2018)は，ニュージーランドのプレート境界断層であり，300年弱の活動周期をもつAlpine断層について，陸上セグメントの中央に位置し約4kmの曲線状の
地表トレースを持つ衝上断層セグメントのWaikukupaスラストを対象に，露頭調査等を実施している。（Fig.1参照）

• 同断層の露頭は，上盤側が石英長石質のAlpine片岩のウルトラマイロナイトであり，主すべりゾーン（Principal slip zone；PSZ）として，カタクレーサイトと，層状の粘土断
層ガウジ（layered clay gouge）が厚さ2～30cmの断層コアを形成し，下盤が第四紀の融氷河流堆積物であるとしている。そして，層状のPSZが，上盤と下盤とをシャープ
に分離しているとしている。（Fig.2参照）



Schuck et al.（2018）の概要（２／２）
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Fig. 3. Cataclasite microstructures.
(a) Transitional contact (dotted line) between 
cataclasite and PSZ. Cataclasite contains large (up 
to 2×1 mm) mylonite clasts (black 
arrows).Stippled outlines indicate larger gouge 
clasts, white arrows indicate smaller ones. Here, 
larger gouge clasts are cross-cut by calcite veins.
XPL: cross-polarized light;cat: cataclasite; PSZ: 
principal slip zone; White arrows (top right) 
indicate fault movement as derived from the 
oriented sample taken at the outcrop.

Fig. 4. PSZ microstructures
(a) Gouge clasts (dotted outlines) are 
(sub)angular and constitute most of the gouge. 
Orange box gives location of inset. Inset: Gouge 
clasts (dotted outlines) are composed of 
comminuted particles (mostly quartz and 
feldspar), cemented by phyllosilicates and finely 
dispersed calcite.Surrounding matrix is formed by 
larger quartz and feldspar clasts, micas and 
smaller amounts of authigenic phyllosilicates.
BSE:backscatter electron microscopy;White
arrows (top right) indicate fault movement as 
derived from the oriented sample taken at the 
outcrop.

Fig. 6. Microstructures interface PSZ-gravel
(d)  optical micrographs showing the contact 
between gouge and footwall gravel. The 
contact is defined by the appearance of 
(sub)angular – (sub)rounded clasts often 
having a mylonitic fabric.
XPL: cross-polarized light

• Schuck et al.(2018)は，Waikukupaスラストの露頭からサンプリングし，上盤のカタクレーサイト，PSZ，下盤の融氷河流堆積物（礫層）を対象に，薄片観察等によりその微細構
造を調査・分析している。

• 上盤側のカタクレーサイトとPSZの境界では，断層ガウジに近づくにつれて，砕屑性粒子のサイズは大幅に減少，真円度は増加し，PSZとの接触面では砕屑物は丸みを帯びるとしている。
また薄片観察では，PSZ内にガウジ片（gouge clasts）が含まれていることを示している。（Fig.3a）

• PSZでは，ガウジ片は（亜）角状であり，細かく砕かれた粒子（主に石英と長石）で構成されているとしている。（Fig.4a）
• PSZと下盤側の礫層との境界では，接触面は（亜）角～（亜）円状の砕屑物が確認できるとしている。（Fig.6d）
• これら詳細観察の結果から，本断層コア全体の微細構造の要約を図に示し，このような構造は，Alpine断層が高流体圧力による刺激により，時おり破壊したことを示すとしている

（Fig.9参照）。



前回の審査会合からの主な追加，修正Ⅰ
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第871回(2020.7.3)審査会合からの主な追加，修正

項 目 主な追加内容 主な修正内容

4. H断層系の活動性評価 •H断層系の評価方針について再整理。

4.1 H断層系の分布形態

• 4.1~4.3章は調査結果のみの記載とし，4.4章にこれら調

査結果に基づく評価をまとめて記載する構成に変更。

•細粒物質の微細構造や組成も含めたH断層系の分布形

態・性状等に関する調査結果を網羅的に確認できるよう，

調査結果を俯瞰的に表形式で整理。

4.2 H断層系の性状
(1) 露頭・ボーリングコアの観察結果

•断層面の細粒物質の詳細な観察結果，針貫入試験結果を追加し再整理。
•細粒物質の硬度が周辺母岩に比べ低いことに対する考察の記載を充実化。

(2) ブロック試料・薄片の観察
•H-1～H-7，H-9，H-m0～H-m4断層すべてのブロック試料（CT画像含
む）薄片試料の観察結果を示し，細粒物質を中心に微小構造を再整理。

(3) 試料分析・測定
•各種分析結果の目的をより明確に示し，結果を再整理。（一部断層で
EPMA，X線回折分析を追加実施）

4.3 敷地深部の地質構造
(1) 地下構造調査

(2) 大深度ボーリングの孔壁調査

(3) 深部の鍵層及び断層の観察
•大深度ボーリングNo.5孔及びNo.7孔の柱状図において，H断層系と関連す
るような性状の記載のある深部の断層について解釈を追加。

4.4 H断層系の分布・性状等に基づく評価
•断層形成後の活動の有無についての検討の追加。

•細粒物質の硬度が周辺母岩に比べ低いことに対する考察の記載を充実化。

4.5 H断層系の形成要因
(1) 正断層群形成に関する知見と敷地周辺の

地質構造

(2) 地すべりに関する知見
•Moore et al.(2015) について，H断層系の活動性評価
に結び付ける記載を削除。

(3) 敷地深部のbedding-slip fault

4.6 H-9断層の最新活動時期

H断層系の活動性評価のまとめ •今回の評価内容を踏まえた記載に変更。
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審査会合・現地調査におけるコメント一覧

No. コメント概要 分類 コメント時期 コメント回答時期

1 敷地周辺の応力場について，現在は半年間のデータとなっているが，もう少し長い期間のデータで確認すること。 既往知見
2016年1月18日
第316回審査会合

2017年2月17日
第443回審査会合

2 小断層系をステレオネットで示し，H断層系との関係を示すこと。
敷地の地質・
地質構造

2016年1月18日
第316回審査会合

2017年2月17日
第443回審査会合

3 H断層系の落差と傾斜の表について，地質断面図等と整合を図ること。 H断層系の分布
2016年1月18日
第316回審査会合

2017年2月17日
第443回審査会合

4 敷地の西側や敷地前面について，H断層系の分布や性状等のデータを示すこと。
H断層系の分布・性

状
2016年1月18日
第316回審査会合

2018年8月3日
第608回審査会合

5 細粒物質のX線回折分析について，母岩（相良層）部分についてより断層に近接する箇所で実施すること。 H断層系の性状
2016年1月18日
第316回審査会合

2017年2月17日
第443回審査会合

6 細粒物質の性状について，より詳細な検討を充実すること。 H断層系の性状
2016年1月18日
第316回審査会合

2017年2月17日
第443回審査会合

7 H断層系をリストリックな正断層と評価していることについて，大深度ボーリング等のデータにより検討を深めること。
深部地質構造と

H断層系
2016年1月18日
第316回審査会合

2017年2月17日
第443回審査会合

8
H-9断層について，上載層が限られた範囲の分布であることを踏まえ，他に年代評価できる指標がないか，また模式地と比較し
て鉱物組成や帯磁率が同様かといった観点で，データの補強を行うこと。

H断層系の上載地
層による評価

2016年1月18日
第316回審査会合

2017年2月17日
第443回審査会合

9 ４号炉法面に複数認められるキンク褶曲状の局所的な褶曲構造について，その分布，成因を検討すること。
敷地の地質・
地質構造

2017年2月17日
第443回審査会合

2018年8月3日
第608回審査会合

10 東西圧縮による褶曲に伴って形成されたとする南北系の逆断層について，向斜軸西側にも同様の構造があることを示すこと。
敷地の地質・
地質構造

2017年2月17日
第443回審査会合

2018年8月3日
第608回審査会合

11
H断層系の分布範囲について，御前崎台地における，H断層系に類似する断層の存在，褶曲軸の傾斜方向の対比等も含め，
その地質学的な解釈を説明すること。

H断層系の分布
2017年2月17日
第443回審査会合

2018年8月3日
第608回審査会合

12 石英粒子の表面構造解析の基準について，元文献の記載と事業者の評価が分かるように記載すること。 H断層系の性状
2017年2月17日
第443回審査会合

2018年8月3日
第608回審査会合

13 反射法地震探査結果の分解能について，反射断面の範囲をより詳細に分割し，分解能を定量的に示すこと。
深部地質構造と

H断層系
2017年2月17日
第443回審査会合

2018年8月3日
第608回審査会合

14 走向傾斜が変化するという敷地の地下深部の構造について，各調査手法によるデータの整合性を確認すること。
深部地質構造と

H断層系
2017年2月17日
第443回審査会合

2018年8月3日
第608回審査会合

15
代表的なボーリング柱状図について，露頭で確認できる小断層系（ゆ着型，開離型）の情報も含めて記載を充実させること。ま
た，BHTV調査の資料について，凡例も含めて柱状図と記載を対応させること。

敷地の地質・
地質構造

2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合

16
H断層系，小断層系について，正断層・逆断層があり，一部条線も認められるため，小断層解析の実施も含め，発達史の観
点から検討を深めること。

敷地の地質・
地質構造

2017年3月
現地調査

2018年11月26日
第654回審査会合

17
向斜構造の中で正断層としてH断層系が滑ったとの解釈について，H断層系以外で，浅部で低角な円弧すべり状の地すべり断
層がないか，過去のデータ等も含めて確認すること。

敷地の地質・
地質構造

2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合
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No. コメント概要 分類 コメント時期 コメント回答時期

18
H断層系の分布について，BHTV等の結果を反映するとともに，鍵層となる凝灰岩の対比についても定量的なデータを示すことで，
信頼性を説明すること。

H断層系の分布
2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合

19 敷地内の露頭データについて，追加された新たなデータも含めて再整理すること。 H断層系の性状
2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合

20 H断層系の特徴について，破砕帯の構造，固さ，帯磁率等も含め整理すること。 H断層系の性状
2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合

21 H-4断層露頭で確認されたスメア構造について，その詳細な構造を示すこと。 H断層系の性状
2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合

22
H-5断層の法面に認められる複数の断層面について，法面観察や薄片観察等のデータから，その幅や活動性について検討する
こと。

H断層系の性状
2017年3月
現地調査

2018年11月26日
第654回審査会合

23
H断層系の形成時期に関し，断層周囲の母岩の引きずりから相良層が未固結～半固結時の時代に形成されたとの解釈につい
て，他地点の事例も調査して説明性をより向上させること。

H断層系の性状
2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合

24 深部（400m程度以深）にみられる断層等の地質構造も踏まえたうえで，H断層系が収斂することについて根拠を示すこと。
深部地質構造と

H断層系
2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合

25
大深度ボーリングＷ15孔のBHTV調査結果から，地層の走向傾斜が深部で南西傾斜に変化するとの評価について，データを追
加して全体的な傾向を示すこと。

深部地質構造と
H断層系

2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合

26 W15孔などの代表的なボーリング孔について，全長に亘って帯磁率を計測して示すこと。
深部地質構造と

H断層系
2017年3月
現地調査

2018年8月3日
第608回審査会合

27
BF4地点の上載地層を古谷泥層とする評価について，固さ，帯磁率，年代分析など，科学的・客観的なデータを充実させて説
明性を向上させること。

H断層系の上載地
層による活動性評価

2017年3月
現地調査

2018年4月6日
第563回審査会合

28 BF4’トレンチについて，H-9断層と上載地層との関係をより明確に観察できる調査位置を検討すること。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2017年3月
現地調査

2018年4月6日
第563回審査会合

29 GTG南法面トレンチにおいて上載地層として評価している笠名礫層相当層について，固さや帯磁率を示すこと。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2017年3月
現地調査

2018年4月6日
第563回審査会合

30
上載地層として評価している砂層（笠名礫層相当層）について，新規制基準では最終間氷期の地層は活動性評価には使え
ないので，評価の仕方を工夫すること。

H断層系の上載地
層による活動性評価

2017年3月
現地調査

2018年4月6日
第563回審査会合

31 トレンチ調査について，できれば断層部分をより深く掘削し，上載地層との関係をより明確にすること。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2017年3月
現地調査

2018年4月6日
第563回審査会合

32 H断層系が2つの断層面を有しつつ分岐する現象について，観察あるいは理論的考察をもって説明すること。 H断層系の性状
2018年4月6日

第563回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

33 地形調査の検討範囲を広げると共に堆積物基底面高度を示すこと。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2018年4月6日

第563回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

34 泥層に含まれる礫種について層序との関係も踏まえ定量的に示すこと。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2018年4月6日

第563回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合
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35 BF1地点の古谷泥層を覆う砂礫層について，既往文献との関係を考察すること。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2018年4月6日

第563回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

36 花粉分析について，試料の棄却の根拠を明確にするとともに，古気候については既往文献との対比に基づいた検討をすること。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2018年4月6日

第563回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

37 化石分析について，化石が産出されないことも含め検討結果を示すこと。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2018年4月6日

第563回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

38 H-9断層の断層面の傾斜方向が，局所的に変化している状況を示すこと。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2018年4月6日

第563回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

39 地質・地質構造の記述に対応した地質図・地質構造図について，海域を含めて示すこと。
敷地の地質・
地質構造

2018年8月3日
第608回審査会合

2018年11月26日
第654回審査会合

40 敷地の断層の分類と評価方法について，地形・地質調査を踏まえて整理すること。
敷地の地質・
地質構造

2018年8月3日
第608回審査会合

2018年11月26日
第654回審査会合

41 断層の新旧関係の判断フローについて，選定の過程に落差を用いることの妥当性を含め再検討すること。
敷地の地質・
地質構造

2018年8月3日
第608回審査会合

2018年11月26日
第654回審査会合

42 褶曲に伴う浅部の層面すべりの有無，分布・性状を示すこと。
敷地の地質・
地質構造

2018年8月3日
第608回審査会合

2018年11月26日
第654回審査会合

43
H断層系分布図（水平断面，重要構造物との位置関係図）について，陸域と海域を併せて示すこと。その際，分布図上の断
層端部の位置づけを明確にすること。

H断層系の分布
2018年8月3日

第608回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

44 H断層系の平面分布が湾曲する根拠を示すこと。 H断層系の分布
2018年8月3日

第608回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

45
H断層系分布図（鉛直断面）について，BHTVの結果の反映の有無やボーリングデータの投影の有無，従来からの変更の有無
と理由，断層に同一の名称を用いている際の補記を示すとともに，陸域と海域を併せた断面図も示すこと。

H断層系の分布
2018年8月3日

第608回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

46 H断層系分布図（鉛直断面）に示す鍵層・断層について，深度一覧表に示すこと。 H断層系の分布
2018年8月3日

第608回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

47 海域の断面図に，地質情報や取水設備との関係を示すこと。 H断層系の分布
2018年8月3日

第608回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

48
海域のH断層系について，陸域と異なり地層の後方回転が見られない理由も含め，陸域のH断層系と差異がないとする根拠を
示すこと。

H断層系の
分布・性状

2018年8月3日
第608回審査会合

2018年11月26日
第654回審査会合

49 帯磁率の測定結果について，相良層の母岩で高く，断層の中で低く見える点について，解釈を示すこと。 H断層系の性状
2018年8月3日

第608回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

50 敷地深部の鍵層が浅部と異なり連続するとしている根拠を整理すること。
深部地質構造と

H断層系
2018年8月3日

第608回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合

51 深部でP波速度が低くなっている部分の要因を検討すること。
深部地質構造と

H断層系
2018年8月3日

第608回審査会合
2018年11月26日
第654回審査会合
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52
深部の黒色の薄層について，詳細な性状を示すとともに，分布深度が浅部にも及ぶ場合は，どのように差別化しているのか示す
こと。

深部地質構造と
H断層系

2018年8月3日
第608回審査会合

2018年11月26日
第654回審査会合

53
H断層系を同一の断層群とする際の論理構成や結論を明確にすること。その際，H-9断層露頭の調査結果等，重要な情報は
本編資料で整理すること。

H断層系の活動性
評価

2018年8月3日
第608回審査会合

2018年11月26日
第654回審査会合

54 ゆ着型断層についても他の性状により細分化した分類とするなど，断層の分類は，データに基づく客観的な分類に見直すこと。
敷地の地質・
地質構造

2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

55 ゆ着型断層，開離型断層について，用語の定義を明確にするとともに，両者の区分に係るエビデンスを示すこと。
敷地の地質・
地質構造

2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

56
敷地の断層のうち，Flexural-slip Faultとしている層理面沿いの黒色の境界層について，H断層系との直接的な関係か，少な
くとも黒色の境界層がある層理面とH断層系との関係を確認すること。

敷地の地質・
地質構造

2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

57 断層の切り切られ関係が明確に確認できる，より詳細なスケッチ及び写真を示すこと。
敷地の地質・
地質構造

2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

58
H断層系の活動性評価フローについて，「分布」「性状」の何をもって「一連の断層群である」とするのかを明確にするとともに，その
根拠としている「分布」「性状」「推定される形成要因」の関係がわかるようフロー中の文章の記載を適正化すること。

H断層系の活動性
評価

2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

59
H断層系分布図（水平断面及び鉛直断面）について，海域と陸域の断層が一連の構造であるとの評価であれば，それがわか
るよう統合して示すこと。また，東西端は端部の確認の有無を区別して図に示すこと。

H断層系の分布
2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

60 H断層系の分布について，弧状に分布するとした根拠を具体的に示すこと。 H断層系の分布
2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

61
敷地近傍の地層の走向傾斜について，向斜と後方回転の二つの構造の影響を受けた結果であることを踏まえ，両者の関係の解
釈を整理して説明すること。

深部地質構造と
H断層系

2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

62 大深度ボーリングの孔壁調査結果のシュミットネットについて，深度別の色分けの考え方を明記すること。
深部地質構造と

H断層系
2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

63 大深度ボーリングの孔壁調査について，傾斜角も示すこと。
深部地質構造と

H断層系
2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

64 敷地深部について三次元の地質構造が理解できるような形で示すこと。
深部地質構造と

H断層系
2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

65 敷地深部の断層の分布の検討に用いているボーリングコアについて，柱状図も示すこと。
H断層系の活動性

評価
2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

66
BF4地点におけるH-9断層の分布について，BHTVのデータから推定される地表位置と分布図の位置にずれが認められるので，
各地点で確認された調査結果を対比し，どのように分布を考えたのか詳細を示すこと。

H断層系の上載地
層による活動性評価

2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

67 比木2地点においても，BF4－BF1地点間の対比項目と同等の分析を実施したうえで，対比を検討すること。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

68
PS検層結果と相良層の層相の対比に用いている相良層の岩石試験結果（超音波伝播速度測定）について，データのばらつき
を示すこと。

深部地質構造と
H断層系

2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合
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審査会合・現地調査におけるコメント一覧

No. コメント概要 分類 コメント時期 コメント回答時期

69 資料中に不整合や不備が散見されるので，確認した上で再整理すること。 ー
2018年11月26日
第654回審査会合

2019年4月12日
第704回審査会合

70
敷地の断層の平面分布図に記載した断層やH断層系の鉛直断面図におけるH断層や凝灰岩層の分布等，過去の資料から変
更した点をデータに基づき詳細に説明すること。

ー
2019年4月12日
第704回審査会合

2019年12月20日
第817回審査会合

71
ゆ着型・開離型という断層の分類を今後も使い続けるのであれば，平面分布図で開離型・ゆ着型と表記したエビデンスを示すとと
もに，断層活動の時間的な前後関係についてもエビデンスを示したうえで海外や新しい知見も踏まえて矛盾なく整理すること。

敷地の地質・
地質構造

2019年4月12日
第704回審査会合

2019年12月20日
第817回審査会合

72
H断層系の分布の検討において，反射法地震探査や海上音波探査といった類似の手法に対する同様な視点による検討や，手
法の異なる調査結果同士の整合性の確認により，説明性の向上をはかること。

H断層系の分布
2019年4月12日
第704回審査会合

2019年12月20日
第817回審査会合

73 未固結～半固結で形成されたH断層系の断層面に認められる細粒物質の成因について考察すること。 H断層系の性状
2019年4月12日
第704回審査会合

2019年12月20日
第817回審査会合

74
大深度ボーリングに見られる地層の走向の深部方向への変化をH断層系と関連付けて説明するのであれば，H断層系が分布す
る深度を踏まえたうえで，走向変化が深さ方向に続いていく現象について考察すること。

深部地質構造と
H断層系

2019年4月12日
第704回審査会合

2019年12月20日
第817回審査会合

75 I断面の４つの大深度ボーリングにおいて深部に確認される主な開離型断層について，H断層と認定しなかった根拠を示すこと。
深部地質構造と

H断層系
2019年4月12日
第704回審査会合

2019年12月20日
第817回審査会合

76 BF4地点のＨ-9断層の分布・連続性について，1孔の深度18m付近に見られる断層の評価等も含め詳細に説明すること。
H断層系の上載地

層による活動性評価
2019年4月12日
第704回審査会合

2019年12月20日
第817回審査会合

77 各節のまとめは，関連する検討結果を重要度に応じ網羅的に記載すること。 ー
2019年4月12日
第704回審査会合

2019年12月20日
第817回審査会合

78
敷地内の断層の活動性をEW系正断層のうち規模の大きなH断層系の活動性評価で代表できるのか，及びH断層
系の活動性をH-9断層の活動性評価で代表できるのか，という２点について，下記コメント（コメントNo.79～84）
を踏まえ十分な根拠を示し説明性を向上させること。

敷地の地質・
地質構造

2019年12月20日
第817回審査会合

2020年7月3日
第871回審査会合

79 活動性評価の対象とする断層の選定にあたっては，NS系正断層も，他の断層グループと同様に扱い整理すること。
敷地の地質・
地質構造

2019年12月20日
第817回審査会合

2020年7月3日
第871回審査会合

80 連続性の良い断層間の関係のうち，EW系逆断層とEW系正断層との関連性については根拠に基づき説明すること。
敷地の地質・
地質構造

2019年12月20日
第817回審査会合

2020年7月3日
第871回審査会合

81
ボーリング・露頭調査により陸域及び海域において確認されたH断層系について，反射法地震探査等との対応関係を
示すこと。

H断層系の分布
2019年12月20日
第817回審査会合

2020年7月3日
第871回審査会合

82 反射法地震探査の深部に認められる強反射面等について，ボーリング調査による地質情報との関連を示すこと。
深部地質構造と

H断層系
2019年12月20日
第817回審査会合

2020年7月3日
第871回審査会合

83 反射記録については，元となる時間断面を提出すること。
深部地質構造と

H断層系
2019年12月20日
第817回審査会合

2020年7月3日
第871回審査会合

84
地すべり移動体内の構造に関する知見として引用しているMoore et al.(2015)については，文献の内容を精査し，
適切に引用すること。

H断層系の
形成要因

2019年12月20日
第817回審査会合

2020年7月3日
第871回審査会合
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